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研究成果の概要（和文）： 

三年間の研究活動を通して、中世・近世期を中心に、日本から東アジア・ヨーロッパまでを広

く視野に入れながら、名も無き大衆の生と死にかかわる真摯な信仰・俗信を反映した、多種多

様な図像を発掘し、その意味を解読・分析してきた。3 人の研究者が、それぞれの分野の資料

を集めたうえで、同時代の宗教的なテキストや民衆文学などを用いながら、図像の起源や来歴

や社会的な役割などを分析した。そして、そうした研究内容を研究者だけでなく、広く一般社

会に向けて発信するため、三年目に、明治大学博物館において、企画展「民衆の図像展」を開

催し、貴重な実物資料を展示・解説し、多くの観覧者を動員した。また、これ以外にも、多く

の一般向け講座での講演、国際図像解読研究会、国際熊野学会他の学術会議、『国文学 解釈と

観賞』における数回の特集の他の出版物などによる社会還元を果たした。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Our research project team treated the analysis of popular pictures based on the text of 

literature in the same age. We approached this problem from three steps, the first 

collecting research picture-materials (e.g. religious paintings for people, popular prints, 

handwriting clothes from Middle Ages to modern era of Japan, East Asia, and Europe)  in 

each researchers, the second analyzing each collections on the source, the history, and the 

social role based on religious texts and folk literatures in the same age, the third opening a 

series of results to the public. 

In these steps we organized one exhibition open to the public and open lectures in Meiji 

University, several research meetings, and several field works, and made many open 

lectures for the general public presentations in the several academic meetings and 

publications. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）申請時における背景 

①図像解読研究というジャンルの先駆的母
体として、既に 1980 年創設の「絵解き研究
会」（林雅彦会長）が存在しており、大きな
成果を上げていた。但し、この「絵解き研究
会」が取り扱う研究対象は、主に布教を目的
とした宗教者による「絵解き」と称する芸能
的活動に用いられた図像であり、この点、い
わば限定的ともいえる。  

 

②これまでの「絵解き研究会」の優れた研究
実績を十分尊重しつつも、より研究の枠を広
げるため、申請の前々年度中（2007 年度末）
に、「絵解き研究会」で活動してきた林・腮
尾・西岡の三名が中心となり、新たに「国際
図像解読研究会」（林雅彦会長）を立ち上げ
た。この「国際図像解読研究会」では、「絵
解き」用に用いられていない図像も含め、大
衆の信仰・俗信を反映するさまざまな図像を
幅広く取り上げて研究することにし、更に科
研費の助成により、活動規模を拡大したいと
考えた。 

 

（2）申請時における動機 

①図像を研究するために必要となる資金 

本研究は、文献の文字にあたるだけでなく、
図像を取り扱う研究であるため、図像を大き
く映写する機材を購入する資金や、図像の実
物資料を展示するための資金が必要であり、
科研費の助成を受けたいと考えた。 

 

②機材の資金 

学会・研究会で研究発表する際に現場に持っ
て行くことのできる、ポータブル型の書画カ
メラ・スクリーンを購入したいと考えた。図
像解読研究の場合、発表レジュメを配布した
だけでは、発表者が「図像のこの部分」を言
って図像の細部を指摘した時に、聞き手側が
すぐにその位置を認識できないことがある。
書画カメラがあれば、発表者が指す部分を、
スクリーンで、聞き手側が瞬時に確認できて
便利である。 

 

③本研究の成果を社会還元するため、博物館
で図像の実物資料展示を行いたいと考えた。
そのためには、展示物監視員の人件費・解説
パネル制作費・運送費用など、まとまった資
金が必要であった。 

 

２．研究の目的 

大衆の信仰・俗信を反映した図像の遺品とし
て、絵画・工芸品・衣服文様などが存在する
が、その多くは、使用素材が質素であったり、
制作技術が稚拙であったりして、必ずしも美

的価値のある名品とはいい難い。そのため、
大衆的図像の遺品は従来、文化史料として尊
重されない傾向があった。幸いにして現在ま
で保存されていたとしても、保存状態が悪く
破損していたり、未整理のままであったりす
る場合が多い。 

本研究では、従来そのように粗雑な扱いを受
けてきた大衆的図像の遺品に関して、その歴
史的背景や意味を解読することによって、美
術品的な価値とは別個の新たな価値を見い
だすことを目指す。そして、そうした大衆的
図像の存在の重要性が社会的に広く認めら
れ、将来に向けて適切な保存対策がとられる
ように、研究者に対してだけでなく、一般社
会人の方々に対しても働きかけたい。 

 

３．研究の方法 

（1）基本的な研究方法 

研究代表者以下、研究チーム三名が、それぞ
れ異なる各自の専門分野にてらして、日本・
東洋・西洋の多種多様な大衆的図像を着実に
発掘し、それらの図像の基盤となっている宗
教や俗信、図像の流布の実態などについて分
析する。 

 
（2）研究発表の方法 

研究チーム三名が個々に調査研究した内容
は、ある程度まとまった時点で、積極的に学
会・研究会で発表する。発表の際は、科研費
で購入したポータブル書画カメラ・スクリー
ンを活用して、図像をできるだけ数多く映写
して紹介する。こうした発表活動により、研
究チーム三名が互いに情報を共有するだけ
でなく、チーム外の研究者からも情報や示唆
をいただき、より一層研究内容を深化させる。 

 
（3）情報収集の方法 

研究チーム三名が中心となって運営する「国
際図像解読研究会」において、三名とは異な
る領域の図像研究者を招待し、最新の研究内
容を発表していただいたり、または、学術講
演の形で自身の今までの研究内容全体のガ
イダンスをしていただいたりする。このよう
に、他領域の研究者からも情報提供を受け、
学術的刺激を受けることにより、視野を広げ
ることができる。 

 
（4）総合的な研究発表の方法 

研究チーム三名それぞれ異なる研究内容の
総合的な発表方法として、博物館で企画展示
（研究資料展示）を行う。博物館の展示室は、
展示実施の一年前に確実に予約しておく必
要があるので、展示の趣旨・内容は早めに確
定する。学会・研究会発表だけでなく、企画
展示を行うことにより、図像の写真だけでな



く、実物そのものを示すことができる。また、
研究者だけでなく、広く一般の方々にも向け
て、わかりやすく研究内容をアピールするこ
とができる。 

 
４．研究成果 
（1）研究の主な成果 
①最大の成果 
研究の基調として、研究チーム三名は、個々
の専攻分野にてらして、それぞれ大衆的図像
を発掘し、精力的に分析・解読することがで
きた。三年間の研究活動全体を通して最大と
いうべき成果は、研究チーム三名のそれぞれ
の研究内容を総合し、明治大学博物館にて、
2011年 8月 21日～28日の期間、企画展示「民
衆の図像展」（「国際図像解読研究会」主催）
を実施したことであった。 
 
②企画展示の具体的内容 
「民衆の図像展」の展示内容は、二部門から
なり、「第 1部 江戸・明治・大正期の結婚・
育児にかかわる図像」を腮尾が担当、「第 2
部 東アジアとヨーロッパの生と死をめぐ
る図像」を林・西岡が担当した。また、展示
品を列挙・解説した小冊子（非売品）を作成
し、観覧者に配布した。観覧者数は、8 日間
で、子供（小学生）から大人まで、のべ 1200
人以上を動員し、大盛況であった。 
 
③企画展示の関連催事 
この企画展の出品資料について、より詳しく
解説するために、10月に、明治大学のエクス
テンション講座（リバティアカデミー講座）
を開催した。第 1 回を林、第 2回を腮尾、第
3 回を西岡が担当し、社会人が受講した。熱
心な受講者により、活発な質疑応答が展開さ
れた。 
 
（2）得られた結果の研究会における位置づ
けとインパクト 
①得られた結果 
「民衆の図像展」を行った結果、多数の観覧
者との直接対話（ギャラリートーク・ワーク
ショップなど）やアンケートを通して、大衆
的図像の解読研究の意義の大きさを、改めて
自覚するに至った。我々研究チーム三名の目
標通り、観覧者の間から「貴族など上流階級
の文化だけが重要なわけではないと気づい
た」「こうした資料を大事に保存して次代に
伝えたいと思う」といった声が多く上がった
のは、大収穫だった。 
 
②結果の研究会における位置づけ 
申請当初も現在も、一般的に、文学系の研究
界では、研究者の研究内容の発信方法と言え
ば、学会発表や学術雑誌論文執筆が主流であ
り、その受け手はほぼ同業者（研究者）に限

定されるという状況が続いている。このよう
な風潮の中、博物館という場を借りての資料
展示という方法で、研究者のみならず、小学
生を含む子供たちをも含めた一般の人々に
向けて、専門的研究内容をわかりやすく工夫
してアピールしたことは、非常に斬新な活動
であったといえる。今後、研究界全体に、研
究内容を社会還元するための資料展示活動
がもっと普及すればよいと思う。 
 
③結果の研究界におけるインパクト 
本研究チームの研究姿勢の大きな特色とし
て、長年にわたり、自ら古画など実物資料を
私費収集し、自ら工夫して管理・保存してき
た、という点が挙げられる。自分自身の手で、
日常的に実物資料に触れているからこそ、実
物資料の持つ力を体感することができ、それ
を展示しようという発想が生まれるのであ
る。近年、特別書庫などに所蔵されてきた貴
重資料が撮影・データ化されて、インターネ
ットで手軽に閲覧できるようになった。研究
調査が能率化された点はよいが、その反面、
自らの手で実物資料を取り扱うノウハウを
持たない研究者が今後増えていくことが予
想される。そうした潮流の中で、自らの手で
実物資料を取り扱い、展示することができる
研究者の存在価値は、ますます大きくなると
考えられる。 
 
（3）今後の展望 
これまでの三年間の研究内容に、さらに資料
を補足して、学術論文・学術図書の原稿執筆
に力を入れたい。当面、予定しているのは、
西岡亜紀・林雅彦『人生の図像を読み解く 
――生と死の東西比較――』（方丈堂出版、
2012 年内予定）の刊行である。また今後は、
研究内容をより広汎に社会に還元するため、
資料展示を首都圏で開催するだけでなく、地
方（例えば熊野や広島県内など）でも開催し
たい。ただし、地方は都会と違い、在住人数
の規模が小さいので、資料展示に観覧者を集
めるのが難しく、広報を強化しなければなら
ないであろう。そのため、地方の博物館や文
化紹介活動に関心のある団体（ＮＰＯなど）
と連携を進める必要がある。 
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⑳林雅彦、熊野古道伊勢路の文献初出と展開
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治大学リバティアカデミー・東紀州まちづく

り公社連携講座、2011年1月27日、同上 
○21腮尾尚子、筒描き布に見られる出産・育児
に係わる伝統的吉祥文様――「寶水堂コレク

ション」を中心に――、国際図像解読研究会
例会、2011年2月21日、お茶の水女子大学同
窓会館桜蔭会館会議室 
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